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西播都市計画道路塩屋野中線の変更（赤穂市決定） 
に係る図書の縦覧結果について（報告）     

１．都市計画の種類及び名称   西播都市計画道路の変更                  ３・４・５５３号塩屋野中線   
２．告 示 番 号   赤穂市告示第６号             
３．告 示 日   令和３年２月１７日   
４．縦 覧 期 間   令和３年２月１８日から                 令和３年３月 ４日まで   
５．縦 覧 者   ６名   
６．意 見 書 の 有 無   有   



意
見
書
に
対
す
る
市
の
考
え
方

 

意
見

番
号

 
意
見

 
内
容

 
対
応

 
都
市
計
画

 
そ
の
他

 

１
 

平
面
交
差
に
な
る
こ
と
は
歓
迎
す
る
。

 

 
○

 
 

今
回
の
都
市
計
画
変
更
は
、
列
車
の
運
行
状
況
や
沿
道
の
利
便
性
、
交
通
量
、
災
害

時
の
安
全
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
平
面
交
差
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
赤

穂
市
に
お
い
て
現
在
、
都
市
計
画
変
更
の
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

 

野
中
・
砂
子
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
費
で
最

終
的
に
賦
課
金
（
赤
字
）
が
発
生
す
る
の
で
は
な

い
か
不
安
が
あ
る
。

 

 

 
○

 

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
組
合
に
お
い
て

協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

 

組
合
の
み
に
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
都
市
計
画
道
路
の
決
定
権
者
で

あ
る
市
（
区
画
整
理
課
は
組
合
の
事
務
局
で
も
あ

る
）
に
求
め
ま
す
。

 

さ
ら
に
十
分
な
説
明
を
求
め
ま
す
。

 

○
 

 

（
都
）
塩
屋
野
中
線
は
野
中
・
砂
子
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
事
業
化
さ
れ
て

お
り
、
負
担
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
法
第

1
1

8
条
に
基
づ
き
、
施
行
者
で

あ
る
野
中
・
砂
子
土
地
区
画
整
理
組
合
が
負
担
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当
該
組
合
に
対
し
て
、
事
業
施
行
の
た
め
の
技
術
的
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
適
正
な
組
合
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

技
術
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

 

２
 

組
合
設
立
よ
り
、

1
7
年
間
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
立
体

交
差
（

J
R
工
事
）
が
、
な
ぜ
平
面
交
差
に
成
っ

た
の
か
説
明
が
な
い
。

 

 

○
 

 

今
回
の
都
市
計
画
変
更
は
、
列
車
の
運
行
状
況
や
沿
道
の
利
便
性
、
交
通
量
、
災
害

時
の
安
全
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
平
面
交
差
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 

組
合
施
工
な
の
に
、
何
故
組
合
員
と
一
般
の
人
と

一
緒
に
説
明
会
を
す
る
の
か
、
組
合
員
に
十
分
な

説
明
を
し
て
、
事
業
計
画
案
決
定
し
て
か
ら
、
別

途
一
般
の
人
に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

 

○
 

 

今
回
の
都
市
計
画
道
路
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
都
市
計
画
変
更
に
よ
り
影
響
が

あ
る
組
合
員
や
地
域
住
民
を
対
象
に
、
自
治
会
説
明
会
（
さ
く
ら
通
り
地
区
）
を
開

催
し
、
今
回
の
都
市
計
画
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
 

市
民
の
方
や
利
害
関
係
者
の
方
を
対
象
と
し
た
市
全
体
の
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま

８



し
た
。

 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
が
変
更
さ
れ
な
け
れ
ば
、

事
業
計
画
の
変
更
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
、
市
に
お
い
て
都
市
計
画
の
変
更

手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

な
お
、
都
市
計
画
変
更
後
に
、
野
中
砂
子
土
地
区
画
整
理
組
合
に
お
い
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

 

本
工
事
の
計
画
道
路
に
事
業
費
の

1
/
3
以
上

が
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
立
体
交
差
、
J

R
工
事
に

3
3

億
余
り
の
費
用
が
掛
か
る
。

 

 

 
○

 

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
組
合
に
お
い
て

協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

  

今
回
の
計
画
道
路
の
変
更
に
よ
り
、

J
R
平
面
交

差
に
な
れ
ば
事
業
計
画
費

9
2
億

5
千
万
円
が
、

J
R
工
事
の

3
3
憶
余
り
が
減
額
と
な
り
、
事
業

計
画
費
が
約

6
0
億
円
と
な
る
。

 

変
更
に
よ
り
、
事
業
計
画
費
が
、
大
幅
に
減
額
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
大
き
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の

が
、
保
留
地
処
分
金
で
あ
る
。

 

1
6
億

9
千
万
円
が
、
変
更
に
よ
り

1
1
億
５
千

万
円
と
減
額
と
な
る
。
４
億
２
千
万
円
の
保
留
地

処
分
金
は
ど
う
な
る
の
か
？
保
留
地
約

1
0

,0
0

0
㎡
が
減
歩
と
な
る
。
 

仮
換
地
処
分
、
区
画
整
理
工
事
も
、
大
幅
に
減
額

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
大
き
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
 

  

 
○

 

９



事
業
計
画
の
変
更
が
、
平
成

3
1
年

3
月
に
第

4
回
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
組
合
員
に
、
事
業
計

画
書
、
定
款
等
の
配
布
、
説
明
が
無
い
。
縦
覧
も

無
い
。
土
地
区
画
整
理
法
第

5
5
条

 

 

 
○

 

今
回
の
事
業
計
画
が
大
幅
に
変
更
と
な
り
組
合

員
に
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
事
業
計
画
書
、
定
款

等
を
組
合
員
配
布
、
縦
覧
し
て
下
さ
い
。
区
画
整

理
法
第

5
5
条

 

 

 
○

 

都
市
計
画
道
路
変
更
で
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る

仮
設
道
路
が
使
用
不
可
と
な
り
地
区
と
し
て
非

常
に
利
便
性
の
悪
い
地
区
と
な
り
不
安
が
増
す
。

安
全
安
心
・
利
便
性
の
確
保
を
求
め
ま
す
。

 

 

○
 

 

都
市
計
画
道
路
予
定
地
内
の
仮
設
道
路
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
道
路
が
整
備
さ
れ

る
ま
で
の
間
の
仮
使
用
で
あ
り
、
恒
久
的
な
道
路
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

           

１０


